
平成27年度学校評価結果及び課題

１．自己評価結果 （4点満点）

カテゴリー（大項目） 評価

Ⅰ．教育理念・教育目的・教育目標 3.8

Ⅱ．学校運営 3.6

Ⅲ．教育活動 3.8

Ⅳ．学修成果 3.7

Ⅴ．学生支援 3.8

Ⅵ．教育環境 3.8

Ⅶ．学生の募集と受け入れ 3.7

Ⅷ．財源 3.2

Ⅸ．法令等の遵守 3.8

Ⅹ．社会貢献・地域貢献 3.6

Ⅺ．国際交流 2.3

２．１）学校関係者評価結果（回収率６３％） （4点満点）
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２．２）学校に対するご意見（自由記載）と回答

ご　　意　　　見　　　　　（　）内人数
単年度にこだわらず、少し先を見た学校の在り
方を考えてみるべきではないでしょうか。１０年
程度の長期計画をつくるとよい。（１）

講師の講義に対する意識が低い。（１）

採血・注射の技術を学生間で実施してほしい。
（１）

教員の学生の対応に不平等がある。（１）

知識や社会人としても未熟ですが、良いところを
ほめて伸びる生徒もいます。ダメなところ、でき
ていない所ばかりを指摘され、自信が持てなく
なっています。信頼関係を築ける環境を望みま
す。（１）

電話対応が悪い。（１）

教員の方にはいつも感謝しています。（１）

学生の努力が第一ですが、全員が無事卒業を
迎えられるよう後押しをお願いします。（１）

子供が学校の様子をよく話してくれています。先
生方が丁寧にご指導いただいていることが伝
わってきて感謝しています。子供が学業を通じ
て成長していることを感じられ嬉しく思っていま
す。（１）
いろんな場面で相談に乗り、やる気を育んでくだ
さいました。やる気になることで困難な実習にも
前向きに取り組み、国家試験に合格できたこと
に感謝しています。（１）

学生の個別性に配慮しながら、卒業まで継続した関わりを続けていきます。ご家族の皆様にも、引き続きご支
援をお願い致します。

設　　　　　　　問

１．学校は、教育理念・教育目的・教育目標の達成に向けて特色ある教育活動に取り組んでいる。

２．学校は、教育課程の編成、実施についてわかりやすく示している。

３．教員は、授業科目の目標に照らし、授業内容・授業方法を工夫し実施している。

４．教員は、評価結果に基づいて、実際に授業を改善している。

５．臨地実習施設（大津赤十字病院）は、学生の看護実践の学習を支援するため、臨地実習指導者と教員の協働体制を整備している。

６．学校は、主な臨地実習において学生が関与する事故を防止するための安全対策を整えている。

７．学校は、成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用している。

８．学校は、看護師の資格・免許の取得を目指し、看護師国家試験合格に向けて、指導体制を整備している。

９．学校は、学生の心理面、学習面、進路に関する個別の指導を十分に行っている。

10．学校は、学生の経済面に対する支援を十分に行っている。

11．学校は、学生の健康管理に取り組んでいる。

12．学校は、学生の要望を把握し、快適で充実した学生生活が送れるよう支援している。

13．学校は、保護者に対して教育活動に関する情報提供を適切に行っている。

14．学校は、教育上必要な施設・設備・教育用具等を整備している。

※今年度から、「赤十字看護専門学校における学校評価ガイドライン」の変更に伴い、評価
指標が変更になっております。

非常勤講師に講義を依頼する際、講義目的・内容について話し合い、講義時間を有効に活用するよう依頼しま
す。平成２８年度は、授業評価を拡大し、その結果を講義に反映していきます。

注射・採血は、難易度が高く、看護学生が実施するにはリスクが高い技術です。現在は、学生同士で生体に実
施していません。学内演習においては、できるだけリアルに実施できるように努めます。また、臨地実習におい
ても、見学できる機会をもてるように、臨床と連携していきます。平成２８年度は、看護技術の反復練習、臨地
実習時の演習環境を整えていきます。

職員の応対を確認し、徹底します。

20．学校は、国際的視野を広げるための教育を行なっている。

回　　　　　　答
学校評価においても、課題となっている視点です。学校の運営委員が参加する会議において、毎年、本校の在
り方について確認をしています。赤十字の看護専門学校として存続していくために、社会の変化に応じ、看護
師養成の動向を把握しながら、看護教育の質が維持できるように努めていきます。平成２８年度は、中長期目
標を設定し、特に学習環境整備とカリキュラム改正の準備に取り組みます。

学生の学習状況から、指導を要する量やタイミングを判断し関わっています。看護師は、人の命に携わる仕事
であるため、あいまいな指導でなく、はっきり、わかりやすく伝えることも必要であると考えています。学生の課
題を明確にするだけでなく、強みも確認できるように指導していきます。また、学生自身が努力され、成長され
たことを共に喜べる存在でありたいと考えています。学生をよく観ながら、継続した指導をしていきます。平成２
８年度は、教員・臨床指導者の指導に関する振り返りの機会を意図的に設けます。

15．学校は、学内における防災・安全管理体制を整備し、適切に運用している。

16．学校は、学納金等徴収した金額を適切に教育活動に使用している。

17．学校は、学生に対して、ソーシャルメディアの適正利用や個人情報管理に関する啓発及び教育に取り組んでいる。

18．学校は、評価結果に基づき、課題の改善に取り組んでいる。

19．学校は、学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行なっている。
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平成２７年度学校評価（自己評価）結果・考察 

領域 自己評価 

Ⅰ 

教育理念 

教育目的 

教育目標 

教育理念・教育目標は、赤十字の理念である「人道」を行動化することを明示して

いる。教育目標は具体的に表現し、「卒業生の特性」と関連させ一貫性をもっている。

また、レベル別行動目標を設定し、学生が定期的に評価できるようにしている。今後、

超少子高齢社会のニーズや、学生の状況に合わせ、見直す機会をもつことと、学生に

段階的な成長を実感できるように、「レベル別行動目標」の活用をさらに進めていく。 

 赤十字事業に関する参加・協力や、ボランティア活動を通した社会ニーズへの貢献

は、学生の経験として貴重であり、看護観を深める一助となるため、さらに強化して

いきたい。 

Ⅱ 

学校経営 

運営会議・教育会議等で前年度の評価と今年度の方針を文書で説明し、合意を得て

いる。事業計画の評価は、数値評価とプロセス評価を明示し、次年度に反映してきた。

今後、単年度の事業方針・事業計画に加えて、中長期的な方針計画も考えていく。ま

た、今後も、入学試験募集状況や卒業率等データを解釈しながら支部・設置病院と協

議を重ね、赤十字の看護学校として存続する意義も確認していく。 

 情報システムの定期的メンテナンスやセキュリティーの確保は、設置病院の情報課

によって実施でき、トラブルなく使用できた。今後は、個人情報保護を維持しながら

情報システムを業務の効率化に活用できるよう計画していく。 

Ⅲ 

教育活動 

今年度は、看護実践能力の育成のための講義・演習の工夫に取り組んだ。成人看護

学・母性看護学・小児看護学においては、国家試験出題基準を参照し、経過別看護を

強化できる科目構成とした。また、各看護学実習において、学内での技術演習の機会

を拡げ、臨地実習での実践を推進した。実施においては、臨床指導者をはじめ、病棟

看護師の協力を得て、安全を確保しながら実施できている。このことを強みに、さら

に学生自身が主体的に学んでいけるように物的環境も整備していく。 

キャリア教育は、チューターや担任が中心となって行う個別相談以外にも、学生へ

の段階的な説明を各年次のホームルームで行っている。現在の体制を維持しながら、

系統的プログラムを検討していく。 

Ⅳ 

学修成果 

 今年度卒業生の就職率は 100％であった。就職に関しては、設置病院と協働し、設

置病院の説明会、インターンシップを実施している。看護師になる動機づけだけでな

く、職業観を養うためのキャリア教育を検討する。 

国家試験対策は、昨年度の評価を活かし、年間講座と模擬試験を７回に増加した。

緊張感をもって試験に臨むことや時間管理しながら問題に臨むことができ効果的で

あった。また。多集団の中での偏差値から客観的な評価を得て弱点強化対策となった。

卒業試験と補講をセットにした「国家試験対策講座」は、例年どおり設置病院の医師、

薬剤師等の協力を得て実施できた。今後も、合格率 100％を目指し、指導方法の改善

を行っていく。 

Ⅴ 

学生支援 

学生支援は、学習方法、進路（就職・進学）、心の健康、経済的面の内容が多い。個人

情報を保護しながら学生情報の共有し支援している。また、担任を中心に就職指導を行

い、社会人として必要な能力も意識して指導している。 

 経済的側面に対する支援体制は、奨学金制度を取り入れている。学納金の納入につい

て年２回の分割納付制度を継続しつつ、個人的な事情については、面接を行い対応して

いく必要がある。 

 保護者との連携については、学校通信を通し学生生活の情報を提供しており、必要時、

面談を実施している。今後も、保護者との連携し、卒業、国家試験合格までの道のりを

共にサポートしていく。 

Ⅵ 

教育環境 

教育の必要性に応じた施設設備、教育用具等は、定期点検を継続し、整備の管理を

継続している。また、学習内容に適した教材の更新も計画的に実施できた。防災・安

全管理については、防災訓練を実施し、防災意識を高めることに努めている。さらに

対応マニュアルを活用し周知徹底を行っていく。 



Ⅶ 

学生の募

集と受け

入れ 

 今年度、ホームページのリニューアルを機に、本校の受け入れ方針を確認し、アド

ミッションポリシーを挙げることができた。受験生への情報提供として、学校案内パ

ンフレットの他に説明会やホームページを活用している。また、オープンキャンパス

や１日看護体験など、体験型の情報提供も参加者に好評であり、受験の動機づけとな

っている。今後も改善を図り、本校の特徴を公開する機会としたい。 

 今年度、応募者は昨年度並みに維持できた。しかし、少子社会に向かっていること

や京都府をはじめ近県の看護系大学の影響から、今後受験者の減少が予測される。現

況を示すデータを蓄積し、検討を重ねていく。 

Ⅷ 

財務 

 学納金・補助金以外の費用は設置病院が支出している。会計課と共に、年度予算を

作成し、半期ごとの歳出・歳入状況と予算を評価しながら、次年度予算を作成してい

る。予算や収支計画は、各看護学の領域担当教員が教材・図書購入計画を立案し、予

算枠内で計画的に購入できるようにしている。また、施設設備の整備は、設置病院施

設課の協力を得て、定期点検を行っている。今後も、予算の超過なく整備できるよう

に、修理・購入を円滑に実施していく必要がある。 

Ⅸ 

法令等の

遵守 

 学校運営に関する法令順守について、必要な諸届等を行っている。臨地実習施設の

変更は、申請から受理まで時間を要することから、カリキュラムに対応して迅速に実

施していく。 

今年度は、「赤十字看護専門学校における学校評価ガイドライン」が改訂され、初

年度の実施となった。これを機に、学校関係者評価として、保護者、日本赤十字社滋

賀県支部事務局長、設置病院の看護部長、看護副部長に加え、臨床指導者担当者会プ

ロジェクトチームの師長にも依頼した。教員にとって学校評価は、客観的な指標を基

に評価する機会となっている。今後も、学校関係者の方からの評価を真摯に受け止め、

学校運営に活かしていく。また、情報公開も継続する。 

Ⅹ 

社会貢献 

地域貢献 

 平成 25 年度に災害時の妊産婦の受け入れ施設の協定を大津市と締結したが、具体

的に地域貢献活動はできていなかった。そのため、今年度から、「赤十字活動論」の

学習内容を工夫し、学生がより主体的に社会のニードを把握し、ボランティアを計画

実践することができた。また、３学年合同の LHR で、環境問題のグループワークを

行い、世界情勢に目を向ける機会をもち、さらに「私たちに何ができるか」を考え、

ボランティア実践を共有する機会を持つことができた。科目外活動であるが、意義あ

ることとして今後も継続していく。赤十字ボランティアの活動は、支部・設置病院と

情報共有しながら、活動を推進し、学生全体が継続して取り組めるように支援してい

く。 

Ⅺ 

国際交流 

 全領域の中で、最も低い評価であった。文化人類学、社会学、外国語、人権と赤十

字の講義を通して、異文化に触れることはできており、国際的視野を拡げるために、

赤十字新聞や日本赤十字社のホームページから国際的な情報をピックアップして掲

示している。しかし、自己学習に適した環境が不足している。今後も、先に示した基

礎科目の学習に止まらず、学生自身が、情報を主体的に調べ、考える機会を設けてい

く。また、支部と共同し、他国との交流の機会があれば活用していきたい。 

 海外の学習や就労の支援としては、申請書類作成の支援として、英文での卒業証明

書の発行を行っている。卒業後のキャリア支援としても継続していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２７年度学校評価結果から抽出した課題 

Ⅰ ＊「レベル別目標」の活用 

Ⅱ ＊中長期的な方針、計画 

＊情報システムの活用 

＊個人情報の保護（継続） 

Ⅲ ＊学生が主体的に学べる環境つくり 

＊系統的なキャリア教育の検討 

Ⅳ ＊国家試験対策の改善（継続） 

Ⅴ ＊個別性に応じた学生支援 

Ⅵ ＊学校安全管理マニュアルの周知徹底 

Ⅶ ＊ホームページの活用 

Ⅷ ＊迅速な修理と計画的な教材・備品の購入 

Ⅸ ＊学校評価結果に基づいた課題の取り組み 

Ⅹ ＊ボランティア活動を通した社会貢献の促進（継続） 

Ⅺ ＊国際的視野を拡げるための学習方法の検討、実施 
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